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新型コロナウィルスの影響を受けて"新しい生活様式"が提唱された2020年。

当たり前だったことが当たり前でなくなり、我々の暮らしと価値観は大きく変わった。

この大きな変化の中から、何かが生まれる期待と不安が交錯するであろう2021年。

大学発の技術とアイデアが人々の幸せに繋がり、地球環境が抱える課題に挑み、快適な生活を生み出すことを願う。

その技術はまだ産声を上げたばかりかもしれない。

そのアイデアは非現実的だと思われるかもしれない。

しかし、未来に続く確かな一歩である。

"とっきんとっきん"vol.2は、生まれたばかりの技術やアイデアを育てるためのスタートアップエコシステムを特集する。









長きにわたり地域産業と向き合ってきた名古屋工業大学には「ものづ
くり精神」を受け継ぐプレーヤーが多く存在している。そうした人材の
中から、未来を見据え、「工学の知」でイノベーションを起こすアントレ
プレナー人材を輩出することを目的に、学部学生や専門性を持った大
学院生、若手研究者などに対して、育成・支援プログラムを実施してい
る。また、学内には学生有志が立ち上げた起業同好会「NaSH」があ
り、主体的にアントレプレナー育成塾・アイデアソン等の企画・運営に
携わるなど、起業コミュニティが醸成されつつある。
＜活動の一例＞
アントレプレナー育成塾：学内外の起業家を招きトークイベントを隔
月で開催。（過去約20名が登壇）ざっくばらんな対談形式で、学生のみ
ならずサポート企業や行政機関も参加している。
共創スペースの活用：学生が気軽に利用できるように3Dプリンタ等を
完備したコーワーキングスペースを開設し、試作やイベント・ミーティ
ングに活用。企業も利用でき、自由な交流により新しい発想を生み出す
空間を提供している。
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「ものづくり精神」を備え持った
挑戦者の一歩を後押しする！

長らくスタートアップ不毛の地と呼ばれてきた東海地域にあって、とりわ
け岐阜県は起業風土の乏しい地域である。そこに立地する岐阜大学で
は、近年、起業家育成プログラムや大学発スタートアップ支援体制を強
化したことに伴い、学生及び教職員の起業家マインドが向上し、岐阜大
学発スタートアップ企業の設立数や起業相談件数が急増している。

2020年度には、中部地方で初となる大学公認の『起業部』を創設、また主に学部
1年生を対象とした起業関連授業（教養授業）を新たに開講するなど、起業家育成プ
ログラムの更なる充実化に取り組んでいる。特に、起業部では、起業やビジネス創
出への関心や意欲を高め、起業家精神溢れる人材を地域社会に輩出することを目的
としており、既に全学から集った十数名の学生が周囲や地域を巻き込みながら活発に
活動している。
今後は、Tongali参画大学とこれまで以上に協働しながら独自の起業家創出システム
を構築し、起業風土の更なる醸成、地域経済の活性化および新産業創出、そしてス
タートアップエコシステムの構築に寄与していく。

岐阜から世界へ、下剋上魂で
新たな未来を斬り拓け！！

岐 阜 大 学

名古屋大学はTongaliプロジェクトの主幹大学として、年間を通じた起業家教育
プログラムを実施している。
春に開催するTongaliシンポジウムで、起業という選択肢があることを知ってもら
い、TongaliスクールⅠでは、デザイン思考を用いたアイデア創出を体験する。ス
クールⅡでは、起業家の体験談に触れたり、税務など専門知識を学べ、スクールⅢ
では、温めたアイデアをビジネスモデルに構築していく。
このほかに、年2回コンテスト（アイデアピッチコンテストとビジネスプランコンテ
スト）を実施しており、学生たちは自分たちのステージに合った方に出場し、審査
員・聴衆の前でピッチを披露する。優秀チームには活動支援金が送られるほか、
サポーター企業から賞が贈られ、それらを基に、ビジネスモデルをさらにブラッ
シュアップしていく。
また、大学の長期休暇中には、海外研修や社会起業家研修なども開催している。
年間を通じたTongaliプロジェクトの参加者は、約300名。今後も参加者のすそ
野拡大と、本気で起業を目指す学生へのサポートを強化していく予定である。
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名 古 屋 大 学

名 古 屋 工 業 大 学
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A
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C

アイデア×テクノロジーで
未来にチャレンジする学校

本学では、大学の技術シーズを基にした起業や新事業創出に挑戦す
る人材の育成をより一層強力に推進するため、2020年4月に新たに
「アントレプレナーシップ教育推進室」を設置した。また、本推進室にお
いて学生構成員を配置し、ニーズも含め学生視点の考えや要望もプロ
グラムに反映させている。
2020年度の新たな取り組みとして、アントレプレナーシップ入門とし
て、強み発見等の自己分析や将来像をイメージしながら行動力を養う
ための取り組みも開始し、EDGE-NEXT等のプログラムへステップ

アップしやすい環境整備や個人のスキルアップ支援体制も整えている。
本学は工学系単科大学であるが、新型コロナ対策に挑戦・貢献する
研究も活発に行われている。テレビ等で取り上げられているウイルス
飛沫シミュレーションや革新的コロナ検査デバイスの開発が代表的な
取り組みである。中でも、開発中のコロナ検査デバイスは、他の分野へ
の展開も容易であり、ユーザーとなる農業・食品・感染症関係者から
早期の起業に期待が寄せられている。

B C

参加すれば何かが変わる！
技科大のアントレプレナーシップ教育

豊 橋 技 術 科 学 大 学

A.ビジネスプランコンテストの集合写真/B.スクールⅢビジネス構築ワークショップ
/C.スクールⅡ Tチャンセミナーシリーズ 

A.強み発見ワーク/B.新型コロナウイルス
飛沫シミュレーション/C.革新的コロナ検
査デバイス

A.起業同好会NaSH/B.開設した共創スペース
/C.アントレプレナー育成塾（オンライン配信）

Nagoya Institute of Technology
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Gifu 
     University

A.中部地方初！大学公認の起業部を創設
/B.学部1年生対象の起業関連授業「アン
トレプレナーシップ入門」の受講生の皆さ
ん/C.院生400名対象の起業関連授業
(対面・Webそれぞれ200名)/D.岐阜県
全学生対象の「ぎふビジネスアイデアコン
テスト」を主催/E.起業部ミーティング





名古屋市立大学では、「起業家（アントレプレナー）」を、会社を立ち上げ
る人に限定した言葉ではなく、グローバルからローカルまでのあらゆる
課題解決のために、企業での新規事業創出や自治体・NPO等での非営
利活動等に取り組む「自らを起こす人」＝「新しい価値を創出し実践する
人」と捉え、このような人物を育成するべく「起業家（アントレプレナー）」
に共通したマインドやスキルを体験型で学ぶ授業等を提供している。

全学部の学生が受講できる講義「起業家になる」では、「なぜアントレプ
レナーシップが必要なのか」などキャリア支援の要素も交えた授業を展
開する。2か月間にわたり展開するブラッシュアップ・セミナー「NCU 
Action Doors for Students」では、学生同士切磋琢磨しながらアイ
デアをビジネスプランにまで昇華させる。また、ボード型ビジネスゲーム
を使って、予期せぬ変化が生じる環境で持続可能な経営に挑戦する
ワークショップを開催する。
　今後は、学生の要望も踏まえた様々なスタートアップ支援を加え、「新
しい価値を創出し実践する」人材を育成していく。
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やる者がやる時に！
名市大は未来デザインを応援します

岐阜薬科大学では、「教育」「研究」「社会貢献」を大学の３つの柱として、長きにわたり地域産業の発展と地域医療に貢献できる高度な人材を輩出している。

今後は、ベンチャー企業の経営者による講演を企画し、アントレプレナーシップの醸成等に取り組むことで、産官学の連携によるイノベーションの創出を
図り、地域経済の活性化に寄与していく。

共同研究等を通じて、実践的なイノベーション戦略の修得を目指す
岐 阜 薬 科 大 学

GifuPharmaceutical University

名 古 屋 市 立 大 学
A～C.NCU Action Doors for Students/ 

D.名古屋市立大学桜山キャンパス

Nagoya City University

A

B

C D

教育ビジョン
専門的かつ幅広い知識とともに、課題発見・問
題解決能力を有する自立した人材を育成する
ため、ベンチャー企業経営者による講義を行
い、起業に関する実践的なノウハウ修得に取り
組んでいる。

研究ビジョン
シーズ発掘から付加価値の創生に至るまでの
研究を支援するとともに、研究開発マインドを
持った若い人材を育成するため、共同研究等
を通じて、ベンチャー企業のイノベーション戦
略修得を目指している。

社会貢献ビジョン
大学のシーズと地域産業界のニーズを融合・
協働し、イノベーションを創出する等、地方創
生に向け、ベンチャー企業との産官学連携を
推進している。

A.講義の様子/B.研究開発マインドを持った若い人材の育成/C.講義の様子/D.研究開発マインドを持った若い人材の育成/E.薬局での実習

A C D

E

B

名古屋市内、特に名古屋駅前には、Tongaliプロジェクトとも連携した２つのインキュベーション施設
が運営されている。スタートアップが育つ土壌が大学外に広がっている。

名古屋駅前徒歩8分の廃校となった小学校を
リノベーションしたインキュベーション施設『な
ごのキャンパス』が2019年10月に誕生。オフィ
スやコワーキングスペースなど企業規模に応じ
たスペースを完備し、事業相談やメンタリング、
定期的なイベントの開催も行っている。社会課
題の解決・新しいコト・モノの創造を目的とした
起業家やスタートアップが多数入居しており、
次の100年を担う企業の輩出を目指す。

なごのキャンパス

ひらく、まぜる、うまれる 
次の100年を育てる学校

愛知県名古屋市西区那古野２丁目１４-１
https://nagono-campus.jp/

OICX（名古屋大学オープンイノベーション
拠点）は産学官連携の拠点・玄関口として、
2017年に名古屋駅直結のJRゲートタワー
内に設置された。自動運転などのディープ
テック領域から、プラットフォーム・サービス
系スタートアップまで、名古屋大学を中心と
した様々なジャンルの大学発ベンチャーが入
居するインキュベーション施設である。
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価値ある研究が世界を
アップデートする場
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スタートアップが生まれる・育つ場

OICX 名古屋大学オープンイノベーション拠点
愛知県名古屋市中村区名駅1-1-3　JRゲートタワー27階
https://oicx.jp/
















